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資料④ 

　

財源確保額

７０億円

基準値５０％(※)から、行政改革でのサービス品質向上の取組に
伴う、行政サービスの市民満足度１０％(※)の上昇を目指す

※宇治市総合計画策定のためのアンケート（R3.4）
「行政サービス」に対する満足度
※アンケートの結果を点数化し平均点数を％に置き換え

行政サービスの
市民満足度

６０％

全
体
目
標

デジタル化で便利に
なったと思う方の割合

８０％

行政サービスのデジタル化の推進

行政事務のデジタル化の推進

地域社会のデジタル化の推進

第８次行政改革最終年度（R7）でのアンケートにより、「デジタ
ル化の取組によって行政サービスが便利になった」と思う方の割
合８０％を目指す

事務事業の見直し

新たな財源の確保

給与等の適正化と人材育成の推進

基本施策３ 連携と協働によるまちづくりの推進

基
本
目
標

具
体
的
な

方
策

基準値６０％(※)から、市民協働活動促進の取組に伴う、身近な
地域での活動に参加している者の割合１０％の上昇を目指す
例）町内会、校区内などにおける高齢者支援、子育て
　　支援、障害児者支援、町内会、子ども会、美化・
　　環境保全、教育・文化・スポーツ振興などに関す
　　る活動

※くらしと地域福祉に関するアンケート（R3.1）
　身近な地域での活動に参加されている方の割合

市民協働活動への
参加者割合

７０％

多様な主体との連携・協働の推進

民間活力の活用

公共施設の有効活用

基本施策１

基
本
目
標

基
本
目
標

具
体
的
な

方
策

基本施策２

具
体
的
な

方
策

時代に即した行政サービスの推進

適正かつ健全な行財政運営の確立

令和４年度～令和７年度の財政見通しにおいて見込まれる、収支
不足５０億円、新たな取組２０億円、計約７０億円の財源の確保
を目指す

パブコメ実施時 パブコメ実施後修正 

パブリックコメント実施後の施策体系の修正について 

基本施策

基本施策３

具体的な方策 具体的な方策 具体的な方策

行
政
サ
ー

ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

行
政
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

地
域
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

事
務
事
業
の
見
直
し

新
た
な
財
源
の
確
保

職
員
定
数
及
び
給
与
等
の
適
正
化
と

人
材
育
成
の
推
進

多
様
な
主
体
と
の
連
携
・
協
働
の
推
進

民
間
活
力
の
活
用

公
共
施
設
の
有
効
活
用

連携と協働によるまちづくりの推進適正かつ健全な行財政運営の確立

基本施策２

時代に即した行政サービスの推進

基本施策１

目標１

行政サービスの市民満足度
６０％

基準値５０％(※)から、行政改革でのサービス品質向上の
取組に伴う、行政サービスの市民満足度１０％(※)の上昇
を目指す

※宇治市総合計画策定のためのアンケート（R3.4）
「行政サービス」に対する満足度
※アンケートの結果を点数化し平均点数を％に置き換え

目標２

財源確保額
７０億円

令和４年度～令和７年度の財政見通しにおいて見込まれ
る、収支不足５０億円、新たな取組２０億円、計約７０億
円の財源の確保を目指す

基準値６０％(※)から、市民協働活動促進の取組に伴う、
身近な地域での活動に参加している者の割合１０％の上昇
を目指す
例）町内会、校区内などにおける高齢者支援、子育て
　　支援、障害児者支援、町内会、子ども会、美化・
　　環境保全、教育・文化・スポーツ振興などに関す
　　る活動

※くらしと地域福祉に関するアンケート（R3.1）
　身近な地域での活動に参加されている方の割合

市民協働活動への参加者割合
７０％

目標３
目標


